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例 E

1. 本書は、富山市黒瀬字大屋割に所在する黒瀬大屋遺跡の発掘調査報告書である。

2. 調査の期間、発掘面積、調査担当等は次のとおりである。

試掘調査平成21年 3月24日 対象面積990rrf 遺跡所在確認面積510ぱ

調査担当富山市教育委員会埋蔵文化財センター 主査学芸員鹿島昌也

同 嘱託 小林高太

検証調査平成 21年 5月26日

調査担当富山市教育委員会埋蔵文化財センター 主査学芸員 鹿島昌也

｜司 嘱託 小林高太

発掘調査平成 21年 6月2日～平成 21年6月16日発掘面積50ぱ（損壊部分のみ）

調査担当富山市教育委員会埋蔵文化財センター 主査学芸員 鹿島昌也

同 嘱託長谷部真吾、小林高太

出土品整理・報告書作成平成25年5月7日～平成 26年 3月31日

担当富山市教育委員会埋蔵文化財センター 主査学芸員鹿島昌也

3. 本書の執筆は、鹿島、理蔵文化財センター嘱託新川贋久（～平成 24年度）が行った0

4. 出土品及び、原図・写真類は、富山市教育委員会が保管している。

5. 調査にあたり、贋田司法書士・土地家屋調査士事務所の協力を得た。

凡例

本書の挿図・写真図版等の表示は次のとおりである。

(1）方位は真北、水平基準は海抜高である。

(2）座標は国土座標（日本測地系）を使用したO

(3）遺構の表記は次の記号を用いた。

SD：溝、 SK：土坑、 P：柱状ピット
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第 I章調査の経過

黒瀬大屋遺跡は、富山市教育委員会（以下、市教委と略す）が実施した市内分布調査（昭

和63年度～平成3年度）により、新たに確認された遺跡である。以後、富山市遺跡地図に登

載し、周知の埋蔵文化財包蔵地（市遺跡No.201479）として取り扱うこととなった。遺跡の推

定面積は 200,000ばである。遺跡は弥生時代後期、奈良・平安時代、中世、近世の集落跡と周

知されていた。

平成21年2月17日に富山市黒瀬字大屋割地内において、個人住宅建築及び宅道新設にか

かる埋蔵文化財の所在確認依頼書の提出されたため、開発予定地全域の 990ぱを対象に試掘

調査を実施することとした。

試掘調査 平成 21年3月24日に試掘調査を実施した。その結果、対象地の西寄りの宅地

予定地部分510ぱに遺跡の所在を確認した。厚さ 25～35cmの表土（水田耕作土・床土）の

下に、厚さ lOcmの遺物包含層があり、その下に平安時代の遺物が出土する旧河道や溝・土

坑などを検出した。出土遺物には、古墳時代の土師器や飛鳥時代の須恵器、平安時代の土師器・

須恵器、江戸時代の越中瀬戸焼があった。同月 31日付けで試掘調査結果を窓口となった慶田

司法書士・土地家屋調査士事務所の行政書士を通じて施主宛に送付した。遺跡の所在が確認

されたことを受けて、試掘結果通知書をふまえて工事着手前に施工業者に打ち合わせに来る

よう行政書士に伝えた。

しかし、施工業者との打ち合わせがないまま、 5月15日に盛土造成を行ったとの報告を受

け、同月 18日に現地確認を行ったところ、遺跡の保護層部分の掘削が見込まれたため、同月

19日に検証のための試掘を行った結果、一部で遺物包含層が掘削を受けていた。

このため、 5月21日に市教委と行政書士、施工業者を交えた 3者協議を行い、遺跡が損壊

されていないか検証する調査を行うこととした。

検証調査 5月26日に損壊の有無を検証するための詳細な検証調査を、宅地として造成し

た部分430ぱを対象に実施した。その結果、旧表土（厚さ約 20cm）が全域にわたって除去さ

れたことを確認し、うち遺跡が損壊を受けた面積は 135ぱに及ぶことが判明した。

発掘調査検証調査で損壊が確認された 135ぱについて、 6月2～3日に表土（造成土）を

除去し、実際に損壊を受けた箇所を平面的に確認した。調査区の北寄りで3箇所（内 2か所

はほぼ繋がっている）、南寄りで l箇所の造成時に開削されたとみられる不整形の掘削穴を確

認したO 掘削穴の直径は約 3m、深さは現地表面から 110～130cmにおよび、掘削穴の底面

は包含層途中で止まるものと地山面まで達するものがみられた。掘削穴3箇所、合計約 50rrl

については、遺物包含層や遺構面の露頭、土器などの出土がみられたことから、遺構や遺物

の記録保存を要すると判断し、この約 50ぱについて 6月9～12日にかけて、発掘調査およ

び測量作業を実施した。 （鹿島）

第E章遺跡の位置と環境

遺跡は、富山市街より南へ約 4kmの富山市黒瀬地内に位置する。本遺跡は大きくは神通

川と常願寺川に挟まれた扇状地にあり、小さくは、神通川の支流の熊野川と土川に挟まれた

微高地上に立地している。周辺の現在の標高は約 17mを測るが今回検出された遺構検出面の

標高は 16m前後で、ある。遺跡、は弥生時代後期、奈良～平安時代、中世、近世の遺物が出土す
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る埋蔵文化財包蔵地で、その全体の面積は豹 20万ぱに及ぶ。平成 15年度には黒瀬字大屋割

で実施した共同住宅建設に先立つ発掘調査で古代の井戸や土坑がみつかり、古代の集落跡の

存在がうかがわれる（県埋蔵文化財センター 2004）。

本遺跡周辺には縄文時代から江戸時代にかけての遺跡が広範囲に所在する。縄文時代、特

に晩期になりこの扇状地上に遺跡が出現するようになる。それらの大半は、段丘に程近い部

分に位置しており、石田遺跡や吉岡遺跡、大利屋敷遺跡、任海宮田遺跡などが知られる。

弥生時代には、熊野川下流域に本遺跡が形成されるのみで、周辺の遺跡分布は希薄になる。

古墳時代には、大沢野台地北端に慕域の形成がみられる。その代表的な遺跡である伊豆宮

古墳（7世紀前葉）は、 15m× 23 mを測る方形墳もしくは変形八角形墳である。河原石積

みの横穴式石室内から須恵器をはじめ、馬具・万子・紡錘車・鉄器片などが出土した（藤田

1996）。

奈良～平安時代に至つては、主として神通川と熊野川に挟まれた地域に大集落が形成され

るようになる。集落遺跡の大規模な展開は、この時期多数の人々の集住によって本遺跡を含

む扇状地西側地域の開発が進んだことを示している。任海宮田遺跡や吉倉A遺跡、吉倉B遺

跡、南中田A～D遺跡、栗山椿原遺跡、友杉遺跡、上新保遺跡などで多数の竪穴建物や掘立

柱建物の痕跡が確認されている。南中田D遺跡では竪穴建物61棟、上新保遺跡では約 100棟

の竪穴建物と掘立柱建物が検出された。特に任海宮田遺跡でも 100棟をこえる竪穴建物や掘

立柱建物が発掘され、廟付の大型掘立柱建物も検出されている。また、仏教的活動をうかが

わせる奈良三彩火舎・鉄鉢型土師器が出土し、緑紬陶器・円面硯・石帯などに混じって「城長J、
「観音寺J、「寺j、「墾田」などと記された墨書土器も 800点以正出土し、古代寺院や公的施設

の存在が推測されている（富山市教委2009) （県財団 2008）。

中世になっても引き続き、吉倉A遺跡、吉倉B遺跡、南中田B遺跡、上新保遺跡などの集

落では、掘立柱建物を中心とした集落が重捜して立地していたようである。熊野川の東側に

は、上熊野械や布市城などの城跡や寺院跡、豪族蛤川氏の館跡など中世起源の遺跡が多く分

布する。さらに、中世の集落遺跡群として知られる吉倉A遺跡、吉倉B遺跡、南中田A遺跡、

任海鎌倉遺跡などの地域一帝は、徳大寺家領宮河荘に比定される。同家は、藤原閉院流の出で、

大治元（1126）年に徳大寺公能が越中国守に任ぜられたことを機に、私領を形成したと考え

られる。『徳大寺家当知行之目録.I(1533年）によれば、全国に散在する同家領の中でもその

筆頭に「越中国般若野庄園領家方向田宮河崖園Jとあり、越中国に大規模な荘園を領有して

いたことが裏付けられる。近隣では熊野川と土川に挟まれた黒崎種山遺跡で、 12～13世紀

を主体とする建物跡などの遺構が発掘されている（富山市教委2005）。

近世には、大規模かつ広範囲に水田開発が進んだ時期である。経済の発達とともに本遺跡

付近は、飛騨街道や八尾道、岩木道が交差する交通の要衝となった。また、熊野川とその支

流を利用した舟運も発達し、現在の産業展示館（友杉）付近では、舟からの荷物の積み下ろ

しも行われていた。 （新JI!)

参考文献
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富山市教育委員会2005『富山市黒崎種目遺跡発掘調査報告書』
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第E章調査の概要

第 1節調査の方法

検証調子平で遺跡の損壊が確認された 135rrlについて、造成土をパックホウを用いて漉き取

りを行ったりこの時），＼.ご、旧耕作土がほぼ削平されていることを確認したりそこからさらに

掘り込んだ不整形の掘削穴3か所（1区・ 2区・ 3区）がみつかった約 50ぱについて、埋十字の

造成土をパックホウ及び人力により掘削を千Jった。造成土は地山面まで達しているものや遺

物包含層の途中で留まっているものも見られた。この不整形の掘削穴の範囲約 50rrlについて、

人力による包含層掘削・遺構検出作業を行い、遺構開削作業と並行Lて測量・図面作成作業

といった発掘調査による記鈷保存を行ったJ

遺構は、断面観察用の畔を残して掘削し、土層断面の堆積状況を写真と図面に記録した。

遺物が出土した遺構は、遺物出土状況写真と図面に記録した後完掘した。遺構と遺物は光波

測量機器（トータルステーション）を使用して位置と高さを記録した。

第2節基本層序

調査[_2{の基本層序は、調査区壁面を用いて

観察を行った。盛土造成工事後の現況層序を

示す。

熊野川右岸に位置し、 E層では、洪水の影

響とみられる砂層堆積が含まれ、古I員一・ JI~局・

平安・中世・江戸など諒々な時代の遺物を包

合する。遺構はN層上面と V層上面で検出さ

れた。 E層途中にも断面観察で溝状の落ち込

みがみられるが、造成による撹乱のため平面

的に捉えることはできなかった。

I層： j百厚60～ 70cm 造成土（損壊部分は

部分的 に120cm以上の掘削穴になる）

E層：層厚 lOcm 水田床土（黄褐色土）

斗ζ ＼／＼／  ::::,;__ 

I層

E層

E層

N層

V層

古代以前の遺構 中世以降の遺構

第2図基本層序図

E層：層厚50cm 遺物包含層（暗褐色土、暗灰色士、白灰色砂や貰灰色砂層混じる）

町層：層厚 lOcm ト層遺物包含屑（暗褐色粘質士）

V層： 地山（黄灰色砂質土、下部に川原石多数含む）

第3節遺構

第 1l頁試掘調査の遺構（第4肉、写真図版 1) 

平成21年3月に実施した試掘調査で設定したトレンチ溝と 5月に実施した検証調査で設定

したトレンヂ溝とを区別するため、 3月の試掘調査トレンチを SlT～ S5 Tとし、 5月の検証

調査トレンチを KlT～ K6 Tとした。

旧農道の北側拡幅部分（SlT ・S2 T）では、若干遺物の出土を見たが遺構は確認されなかっ

たため、遺跡所在範囲からは除外した。 S3Tでは、幅0.5～ lmを測り南北方向にのびる溝

や穴のほか、西側に向かつて傾斜する谷状の地形あるいは大溝とみられる遺構の東肩を検出

したら4Tでは、幅約3mと6mを測り南北方向にのびる大溝を検出した。西側の溝内にはピッ

トとみられる遺構も新！日関係があり、複数時期の遺構の所在が推測される。
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第3図調査対象位置図（1; 5,000) 
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1暗灰褐色土

2黄褐色砂

3灰褐色シルト土（砂質強）

4暗褐色砂置土

5黒褐色粘質士（青灰色シルト士宮む）

6褐色相砂

A 

掘削穴1・2 （断面A～D共通）

1造成士 10黒褐色砂置土（白灰色砂混）
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4暗灰色土 13暗褐色粘土（自灰色砂晶）
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（灰白色ンルト士連、炭混） （青灰色シルト土・黄白色砂・鉄骨混）

主君削穴3 6褐灰色土 15黄白色砂

7暗白灰色土 16黒灰色士

B黒褐色ンルト土 17淡黄灰色砂質土

（粘軍強い、白灰色砂理） 18暗褐色シル卜土

9黄灰色括質土

~ii 
伊「十

ト

ト

ト，－， t S問 3

G〕一 一一一一－－－－--:1庄一
ν _., ＿＿ーームー.-_J.-----

五L

x 73,166 

H 

L= 16.2m 
,2 ,1 ,3 

只政μ 叩

1黒褐色シルト土（砂買強）

2黒褐色粘質土

3灰褐色シルト士（を質強）

4里灰色シルト土（粘質強）

5灰色シル卜土（砂質強）

H’ 

鋸南lj穴3 （断面 F～G共通）

1造成土 10畢灰色シル卜土（砂質強）

2黄褐色土（水回庶土j 11黒灰色土

3暗灰色土 12黄白色砂（5cm士の礎混）

4黒褐色土 13灰色砂質土

5暗褐色土 14褐灰色土（黄褐色粗砂混）

6灰色シルト土 15陪褐色シル卜土（粘質強）

（砂質強、白色砂渥） 16黒褐色粘質土

7暗灰色シルト土 17陪褐色ンルト土

B暗褐色粕質士 18黒褐色粘質士

（黄白色士混、 3叩大の機混）

9暗褐色シルト士（砂質強、炭化物混）

目
的
口
目
的
〉

.!.. a」

口
円

O
Mリ
〉

x 73,162 

lm (1 40) 

遺構平面図・土層断面図

7 -

2m 

（平箇・断面A～0、F～G)

（断面 E・ H) 

(1 80) 

第6図



第2l頁発掘調査の遺構（第5・6図、写真図版2～4)

検証調査で確認した造成時に遺物包含層や遺構面を揖り抜いて掘削が及んでいた 3か所の

掘削穴を掘削穴 l～掘削穴3と区別し、それぞれの掘削穴内について発掘調査し、記録保存

を行った。

掘削穴 1はほぼ地山面まで造成時の掘削が及んでおり、遺構は検出できなかった。掘削穴

2で、古代以前ふと中世以降の溝各 1条、掘削穴 3で古代以前の土坑3基、ピット 1基を検出した。

SD01 掘削穴2の北寄りに検出し、南西から北東方向に流れる。検出長4.Sm、幅2.85m、

深さ 0.25mを測り、断面は台形を呈する。遺物は須恵器や珠洲焼が出土した。 N層上面から

の掘り込みが確認され、中世以降の溝とみられる。

SD02 掘削穴2の南寄りに検出し、南西から北東方向に流れる。検出長 3.5m、幅 1.5m 

以上、深さ 0.25mを測り、断面は船底形を呈する。遺物は須恵器や流木とみられる木材が出

土した。 V層からの掘り込みが確認され、古代以前の溝とみられる。

SK01 掘削穴 3の北壁に接して検出した。東西 O.Sm、南北0.4m以上の不整形を呈し、

断面はV字形を呈する。覆士は黒褐色シルト土である。図化できないが、覆土中から古代以

前とみられる土師器室の体部破片が出土した。

SK02 掘削穴3の中央やや西寄りで検出した。東西0.55m、南北0.85mの楕円形を呈し、

断面はV字形を呈する。覆土は黒褐色シルト土である。図化できないが、覆土中から古代以

前とみられる土師器蓋の体部破片が出土した。

SK03 掘削穴3の南壁に接して検出した。東西 0.7m、南北0.8m以上の楕円形を呈し、

断面はU字形を呈する。覆土は黒灰色砂質土で、覆土中から古墳時代の土師器護体部片が出

土したO

p 0 1 掘削穴3の北壁に接して検出した。東西0.2m、南北0.2m以上の楕円形を呈し、断

面はU字形を呈する。覆土は、黒褐色粘土である。

第4節遺物（第7・8図、写真図版5・6)

第 1項試掘調査の遺物

3月の試掘調査で出土した遺物である。白鳳～平安時代、鎌倉～室町時代、江戸時代の遺

物がある。

S 1 T 1・2は土師器皿である。 2の底部に回転糸切痕がみえる。 3は土師器蓋の口縁部で

ある。口縁端部が肥厚し、丸みを持って内折し、内側に段が付く。 10世紀前半。 4は須恵器

中妻の口縁～清部である。短く立ち上がる口縁部の端部が外反する。外面平行叩きの後、肩

部にカキ且調整を施す。内面同心円当て具娠は溝の幅が広い。 7世紀後半～8世紀初頭。 5は

土製品で、何かの鋳型とみられる。外面被熱し軽い。 6・7は越中瀬戸焼である。 8は土錘で

ある。 1/4ほど欠損するが、 54gを量る。

S3T 9は土師器警の口縁部である。 10～ 12は須恵器で、 10は反しの付かない蓋、 11・

12は有台杯の底部である。

S 4 T 13・14は士師器の椀である。いずれも内面を磨いている。 15～19は須恵器で、

15・16は無台杯、 17は有台杯の底部である。 18は杯あるいは高杯の杯部とみられる。 19は

大蓋の口縁部である。大きく外反する口縁の外面に区画のない波状文を二段にめぐらせる。 7

世紀後半～8世紀初頭。 20は内外面に緑紬が施された皿の底部である。 21は、手担ねの小壷

である。

8-



℃ヰピズミミ

ミ弓二プ2 ＼ι二Fラ~

＼亡d__d

p, ど主主ニゴ 司・、
＂＂－ー I ~ 

』＿＿＿；；；ι」二二二百 11 ＼一一」圃圃司，12

10仁m

＼ ＼＼以 ミー主二~ ヒゴE三ズ

＼ニゴ~ ~ぞ1

ヱ二ヰEず20
@, 

第7図試掘調査出土遺物実測図（S= 1/4) 

第2項発掘調査の遺物

検証調査を受けて 6月に実施した発掘調査で出土した遺物である。試掘調査同様、飛鳥～
平安時代、鎌倉～室町時代、江戸時代の遺物がみられる。
掘削穴2
SD 0 1 22・23は須恵器である。 22は無台杯の底部で底部外面にヘラ記号を施す。 23は

棄の肩部で外面平行叩き、内面同心円当て具痕がみえる。 24は非ロクロの中世土師皿である。

口径9.5cm、口縁端部に煤が付着し、灯明皿として使用されていた。 25～27は珠洲焼である。
25は叩打壷の胴部である。外面は平行叩きを綾杉状に叩打し体部を多面体状にしている。吉

岡編年E期（吉岡 1994）。 26は砥石である。長さ 6.3cm。27は壷の底部である。復元底径 13
cmを測る。 28は片口鉢の体部下半～底部である。卸し目は 1単位幅2cm、7目の鋭利な櫛歯
原体を用いて施される。

SD02 29～33は須恵器である。 29は蓋である。小型の宝珠つまみを付す。 30は無台杯（杯
G）の底部である。 31は杯H蓋とした。頂部はヘラ切り未調整で口縁部が垂下し端部がやや

外反する。口径 12.6cm、頂部径6.5cm、高さ 3.5cmを測る。白色砂粒を密に含み、他の須恵器

と胎土がやや異なる。内面が滑らかで、転用硯として使用された。陶巴編年 TK46期並行、 7

9 
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第8図発掘調査出土遺物実測図（S= 1/4) 
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世紀中頃。 32は無台杯（杯A）である。口径 13.0cm、氏径8.Scm、高さ 3.4cmを測る。底部回

転ヘラ切り後撫でている。 8世紀。

33は霊の口縁部である。大きく外反する口縁の端部外面を肥厚させる。口縁外面に波状丈を

施す。

包含層 34～37は須恵器である。 34は返りのある杯B蓋である。外面上半部回転ヘラ削り

後撫で、内面ロクロ撫で調整。口径 18.6cm、高さ 3.0cmを測る。 7世紀第4四半期。 35は返り

のない杯B蓋である。内両ロクロ撫で、復元口径 13.4cmを測る。 36は杯B身である。底径7.7
cmを測り、底部はヘラ切り後、やや撫でを施す....37は査の底部である。底径 14.0cmを測る。

38・39は珠山｜焼である。 38は片口鉢の口縁部である。口緑は先細り方頭におさめる形態を早

する。復元口径約 29cmを測る。古岡編年IIti] o 39は警の口縁～肩部である。端部をやや肥厚

させ、くの字の円頭形を呈する。吉岡編年E～直真5o40～43はq1世土師器の皿である。 41・

42の口縁外出端部に横撫でを施す。いずれもやや丸底気味で、 43は深さがある。 44は胎土

の粗い手担ね土師質の支脚とみられるものの台部で、ある。 45は古瀬戸卸皿の口縁部である。

口縁端部を内側につまみ出す。 II縁部に 1か所片｜｜が付けられる。口縁部を U字状に切り込

み判の粘土を貼り込む。古瀬戸後山期。

掘削穴3
SK 0 3 46は古墳時代の土師器査の休部である。外面は刷毛後ミガキ、内面は刷毛で調整

する。

包含層 47は返りのある杯A蓋である。 Il径 1l.Ocm、器高 2.3cmを測り、内面には大きな「－J
のヘラ記号が付される。 7世紀第4四半期ハ 48は珠洲焼の日［J打壷の肩～体部片である。外而

は平行口［］きを綾杉状に11[J打し体部を多面体状にしている。吉岡編年E期。 49は被熱したヒト

の上腕骨である。写真のみ。

第N章総括

造成時に表土が除去された 135rrlの内、掘削穴 1～3の約 50r討を記録保存のための発掘調

査を実施した。非常に狭い範囲であったが、溝や土坑、ピットを検出し、本遺跡の集落の様

相を垣間見ることができた。集落の時期は、古墳時代と白鳳時代と鎌倉時代の 3時期と推測

される。

古墳時代は、描削穴3の士坑から古墳時代の土師器片が出土した。調査区全体からの遺物

の出土は少量であるため、小規模な集落が営まれていたと推測される。

白鳳時代は、掘削穴 2で溝跡が検出された。これまで周辺地区ではあまり確認されていな

い時期の造物がややまとまって同十ふした。当該期における集落の縁辺部と推測される。

j兼倉時代は、近隣では黒ill奇粧！Tl遺跡において 12～ 13世紀を主体とする掘立柱建物や井戸・

土坑などが見つかっている。本遺跡から出土した珠洲焼が同遺跡の集落の時期に合致するこ

とから、調査地点は本遺跡から南東にがJ500m離れているものの何らかの関連が推測される。

（鹿島）
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版
2

損壊範囲発掘調査着手前

~・ 1宵骨四聞－－「・・9

造成時の掘削穴埋土除去状況（北から）
ι一ーー’ー晶，， ~－ 

掘削穴内遺備検出状況 （北から）

掘削穴1断面損壊状況 （東から）

η

、υ

掘削穴2SD01・02検出状況（南から）
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掘削穴2東壁土層堆積状況

掘削穴3造成時の埋土除去後の状況

SK02土層断面 （東から）

畠ーヰーー晶ー日

掘削穴3北壁土層推積状況 （南から）
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SK03遺物出土状況（北から）
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¥ 
発掘調査完掘状況全景（掘削穴1・2北から）
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